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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、4 年間に亘り、北東アジア地域に分布する系統が異なる諸言語の複統合性の違
いに焦点をあて、現地調査による一次資料に基づいて類型論的な視点からその形態論・統語論
的特徴の考察を進めた。とりわけ，他動性、結合価の変更、属性叙述、接辞と倚辞の区別、語
彙的接辞とコピュラとの関係などについて研究成果を挙げ、国内外の学会、学術雑誌等で発表
し、北東アジア地域の諸言語研究に貢献することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research we examined morphological and syntactic characteristics of the 
languages of north eastern Asia, which are genetically unrelated with each other, with 
special focus on different degrees of polysynthesis, based on the data collected during 
filed work of each language. Especially we could accumulate more study results on 
transitivity, valency change, property predication, differentiation between affixes and 
clitics, and relation between lexical affixes and copula, which we have presented at 
conferences and in scholarly journals for these four years. Through these studies we could 
contribute to the study on the languages of the north. 
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１．研究開始当初の背景 

20 世紀後半から、言語類型論の主流が形
態論的特徴をてがかりに言語全体の類型を
明らかにするホリスティックな研究から、
統語論を対象に言語の部分的な特徴の解明

へと移行してきた。言語の形態的類型の 2
つのパラメータである「統合度 synthesis」
と「機械的な粘着度 mechanical 
cohesiveness」の概念は、必ずしも十分に検
討、深化されないまま、統語論のめまぐる
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しい理論研究の展開の隅に押しやられてい
ることで否定できない。北東シベリアのチ
ュクチ語、コリャーク語は、複統合的言語
として知られているが、その南にはツング
ース、チュルク、モンゴルという日本語と
類似した動詞複合体を持つ統合的なアルタ
イ諸語が広範に分布している。また、その
狭間には、同じく統合的なユカギール語や
アイヌ語、さらには、孤立的といわれるニ
ヴフ語といった様々な統合度の言語がある。
このように、系統が異なる北東アジアの諸
言語を複統合から、統合、孤立などより広
範なタイプに広げ、相互比較することによ
り、形態論的類型を画定するために最も基
礎的なパラメータである「統合度」と「粘
着度」に関する研究の進展を図ることがあ
る。 
 

２．研究の目的 
本研究では、複統合から孤立まで多様な統合
度を示す北東アジア諸言語の形態論的特徴
に関し、現地調査により一次データを収集し、
類型論ならびに史的観点から相互に比較対
照することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究代表者と研究分担者が現地

調査に入る前の事前準備として研究打ち合

わせを行い、4 年間の研究の主なテーマ、現

地調査の手法、時期、規模などついて協議し

た。そしてロシア、中国、モンゴルなどにお

ける現地調査では、各言語の母語話者から、

文法に関する聞き取りを実施し、文法の記述

を進めた。また、各言語の母語話者から民話

資料を採集し、分析を行い、それをコンピュ

ータ入力してデータベース化を進めた。具体

的に言えば以下の通りである。 
研究代表者の呉人徳司が実施したチュク

チ語の調査では、これまで代表者自身が発表

してきた名詞抱合、語彙的接辞、動詞の屈折

などに関する成果をより精緻化し、チュクチ

語の複統合性を支える動詞複合体の構造的

特徴の解明に努めた。名詞抱合に関しては

1998 年に執筆した論文の中で記載されてい

る年配のチュクチ人のデータをもとに、若い

世代のチュクチ人から聞き取り調査をおこ

ない、ロシア語を日常生活でよく使う若い世

代が話すチュクチ語において、いかなる統合

度の変化が見られるかを検証した。また、同

系のコリヤーク語、アリュートル語とも統合

性に関して比較対照し、語族内部の相互関係

の解明を目指した。民話や語りに関するテキ

ストの収集は、聞き取り調査だけではわから

ない、自然発話における語の顕現の様態をよ

りよく理解するための助けになるため、これ

までの調査で得られたチュクチ語の形態論

に関するデータを再確認し、複統合的な特徴

を示す語、例えば、１つの長い語からできる

チュクチ語独特の早口ことばとなぞなぞを

集め、分析した。一方、語彙調査は、現在編

集中の A Topical Dictionary of Chukchi－

France－English－Russian の各項目に関す

る補足調査が中心になったが、これにより、

チュクチ語の語形成のより詳細な情報をえ

ることができた。モンゴル語に関しては、ロ

シアのカルムイク共和国、ブリヤート共和国、

中国の西北地域、モンゴル国で現地調査を実

施し、モンゴル諸語の形態論、とりわけヴォ

イスに関する記述研究を通して、ヴォイスの

動詞複合体における位置づけを明らかにし

た。 
研究分担者の風間進次郎は、主にロシアの

極東地域に分布するナーナイ、ウィルダ、ネ
ギタールなどのツングース諸語の動詞複合
体を構成しうる文法的語幹派生接辞、コピュ
ラ、時制などについて、現地調査を行ない、
その生産性を考察した。あわせて物語等のテ
キスト資料の収集に努め、動詞複合体の用例
を引き出すより大きなコーパスを構築した。 
研究分担者の呉人恵は、コリャーク語の統

合性に重点をおき、調査を進めた。コリャー
ク語は、チュクチ語などと同様に、アジア側
の複統合的な言語として知られている。これ
まで、コリャーク語の記述研究を進める中で、
その統合性を高める手段である語彙的接辞
や抱合の問題、他動性をヴォイスに関しても
一定の知見をえてきたが、本研究では、これ
までの研究をさらに発展させただけでなく、
他の北方諸言語との類型論的な研究を行っ
た。 

研究分担者の遠藤史は、ユカギール語の文
法変容に関する基礎的な資料の収集と分析
に重点をおき、記述研究を進めた。また、今
から約１００年前にロシアの研究者ヨヘリ
ソンにより収集されたコリマ・ユカギール語
の言語資料を中心に、ユカギール語の歴史的
研究を再分析し、現在までに蓄積された資料
をコンピュータ入力してデータベース化し
た。 
研究分担者の白石英才の専門がニヴフ語

音声学と音韻論であるため、ニヴフ語音声資
料の採録と分析が主な研究になり、最初年は
国内で保管されている音声資料との比較を
行った。そして翌年からニヴフのアムール方
言とサハリン方言の比較研究を行ない、語形
成に関してどのような相違点が観察される
かを探った。さらに、形態論に関して、ニヴ



フ語の統合度に関して、これまでのロシア国
内の研究とアメリカ人による研究を再検討
し、名詞が動詞と合成するいわゆる名詞抱合
の扱い、格の振る舞いなどについて、類型論
的な研究を進めた。 
 
４．研究成果 
 4 年間の研究では、系統が異なる北東アジ
ア地域の諸言語を複統合から、統合、孤立な
どより広範なタイプに広げ、相互比較し、類
型論的な研究を進めた結果、動詞の複統合性、
他動性、結合価の変更、属性叙述、複合動詞、
準動詞、複合名詞、名詞化、接辞と倚辞の関
係などに多くの成果を挙げることができた。
具体的には以下の通りである。 

研究代表者の呉人徳司は、チュクチ語の

複統合性を示す名詞抱合について、現地調

査で新たな例、現象を見つけ、これまでの

研究を大きく前進させることができた。ま

た、動詞の他動性、結合価の変更について

深く考察し、その成果を国内外の学会で多

く発表し、論文として刊行することができ

た。さらに、モンゴル語の他動性について

記述研究を行ない、その成果として英語で

論文を執筆し、方言間の類似点と相違点を

探った。2011年3月に出版したLinguistic 
Typology of the North (Vol.2)は、本科研費に

よる研究の大きな成果の一つである。 

分担者の風間進次郎は、４年間の研究にお

いて、主に類型論の視点から記述研究を行な

い、多くの成果をあげることができた。具体

的に言えば、ツングース諸語の語彙的な接辞

とコピュラからはじめ、アルタイ諸語の複文

と複文における相対テンス、準動詞、感情動

詞など動詞を中心に研究であり、その成果を

Linguistic Typology of the North (Vol.2)、『アジ

ア・アフリカの言語と言語学』、『北方言語

研究』、『北方人文研究』などの学術雑誌や

論文集に論文として多く刊行した。また、ツ

ングース諸語の話者から採集した民話集を数

冊出版し、研究者だけでなく、現地の人たち

にも還元することができた。 
分担者の呉人惠は、4年間ロシアにおけるコ

リャーク語の調査・研究を通じて、記述文法

を進め、大きな研究成果を収めた。とりわけ

コリャーク語の他動性、能格性、ヴォイス、

属性叙述、形容詞の性質などについて、国内

外の学会、研究会で発表したほか、Linguistic 
Typology of the North (Vol.2)、『言語研究』、

『北方言語研究』に多くの論文を寄稿した。  
 分担者の遠藤史は、4年間の研究において

、ユカギール語の現地調査によって収集し

た資料の整理を進めつつ、ヨヘリソン、ク

レイノヴィチ、クリロフらによる資料も加

えて、主に類型論的な視点から形態論・統

語論的特徴の考察を進めた。その結果とし

て、他動詞節の特徴、複合名詞、接辞と倚

辞の区別によるユカギール語固有の形態論

的特徴を明らかにし、主に日本語で論文を

執筆し『北方人文研究』、『環北太平洋の

言語』等に寄稿した。 

 分担者の白石英才は、ニヴフ語の現地調

査の成果として、ニヴフ語の逆受動構文に

ついて日本語で論文を執筆したほか，母音

の削減などについて英語で海外の学会で発

表した。また、ロシアの研究者と協力して

、音声資料の分析を進め，民話テキストを

三冊の本として出版した。 
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